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研究成果の概要（和文）：本研究では、自然への人為的介入が生態系レベルでも遺伝子レベルでも進んでいる現
代における自然理解を、ブクチンのヒエラルキー批判の観点から検討した。自然や生命を道具的に理解する姿勢
を批判するうえで、ブクチンは弁証法的自然主義をその根拠とした。本研究では、自然を自由と多様性の拡大と
見なすブクチンの態度を一種の環境徳として位置づけて取り組んだ。この成果については今年度中に論文として
完成させる予定である。また、本研究の理論的土台を整理する作業の一環として、環境徳倫理学の主要文献の一
つであるロナルド・サンドラーの著作を『環境徳倫理学』として翻訳し2022年に出版した。

研究成果の概要（英文）：This study examines the understanding of nature in the contemporary era of 
human intervention in nature, both at the ecosystem level and at the genetic level, from the 
perspective of Bookchin's critique of hierarchy. In critiquing the instrumental understanding of 
nature and life, Bookchin drew upon dialectical naturalism as his rationale. In this study, I worked
 on Bukhtin's attitude, which regards nature as freedom and the expansion of diversity, as a kind of
 environmental virtue. The results of this study will be completed as a thesis in 2023. In addition,
 as part of the work to organize the theoretical foundation of this study, I translated a book of 
Ronald Sandler, Character and Environment, one of the major literatures on environmental virtue 
ethics, as "Environmental Virtue Ethics" and published it in 2022.

研究分野： 環境倫理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
環境保護につとめる道徳的動機には、人権侵害や不正義への問題意識と並んで、個人の生や社会のあり方につい
ての徳倫理学的関心があげられるが、この点についての研究は国内ではまだ研究を発展させる余地がある。本研
究はそうした取り組みの一つとして貢献するものである。また、これまでのところ日本国内では環境徳倫理学に
ついて翻訳がほとんど進んでいない状況であるが、サンドラーの著作を日本語読者に紹介できたことは、哲学・
倫理学関係者のみならず、環境保護に関心のある人びとへの大きな貢献だと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 環境問題への哲学・倫理学的取り組みは 1960 年代以降に盛り上がりを見せたが、当時の取り
組みの多くは、自然は人間のために存在するのであり人間が恣意的に利用し破壊しても構わな
いとする人間中心主義への批判を軸とするものだった。その後、この状況は、（1）自然の内在的
価値をはじめとする幾つかの概念や理論の整合性に拘泥し、現実的な問題からはなれた象牙の
塔の営みに終始している、（2）原生自然のように人間の痕跡を感じられない自然にばかり注目
し、自然を利用して生活している社会や汚染により苦しむ人びとをめぐる不正義の問題に十分
な注意を払っていない、といった理由から批判されるようになった。 
 本研究もこの問題意識を共有したうえで取り組むものではあるが、しかし環境問題を人間社
会における正義の課題としてのみとらえてしまうことにも問題はある。というのも、正義の領域
内に（かつてのように人間だけ、あるいは白人男性だけではなく）さまざまな属性を持つ人びと
や将来世代、さらには哺乳類のような一部の生物を取り込むよう議論を構築したとしても、議論
の枠外に置かれる生物や生態系のような集合体、景観といった、環境倫理学が射程に取り込もう
としていた存在は、単なる資源の立場に戻ることになり、議論はそうした資源をいかに効率よく、
そして公正に分配・活用するかという経済的な視点、あるいは人間中心主義的な視点へと回帰す
ることになるからである。この回帰が抱える問題点は二つある。一つは、環境問題に対する私た
ちの関心は、率直に表明する人は少ないだろうが、汚染で苦しむ人びとに向けられるよりも美し
い景観や愛くるしい動物により多く向けられることが少なくない、それどころか苦しむ人びと
を見たくないと思う人すらいるだろうということである。環境問題の不正義としての側面だけ
に光を当ててしまえば、社会の環境問題への関心を弱体化することにつながりかねない。もう一
つは、私たちの関心の対象との倫理的関係を、それが人間であれ人間以外の存在であれ、正義の
文脈だけで論じることは、私たちの道徳的語彙を貧困なものとしてしまう。また、公正かつ効率
的な資源の分配と活用にのみ焦点を当ててしまえば、自然環境が持つ多様な価値を一元的なも
のへとやせ細らせてしまう。結果として私たちの環境問題への関心や動機を痩せ細らせてしま
う可能性があるということである。 
 こうした問題意識にたち、本研究では環境正義の議論とは別の、ただし相互に補完・補強しあ
うようなものとなる自然理解の立場を明らかにすることを目指し、ブクチンの自然理解を環境
徳の一種として位置づけることを目指した。 
 
２．研究の目的 
 本研究は人間中心主義という環境倫理学の古典的題材を今日の思想的・社会的文脈のなかで
改めて検討し、その積極的意義――とりわけ環境徳倫理学研究を進めるうえでの意義――を明ら
かにする。具体的には、（1）環境）徳倫理学研究を人間中心主義の発展的解釈として展開する、
（2）Murray Bookchin の思想に見られる人間中心主義を環境徳倫理学の議論へと接続する、
（3）環境徳を比較倫理学の視点から検討するという三つの課題に取り組む。以上の作業を通じ
て、人間中心主義のより幅広い、文化横断的な解釈を提示するとともに環境保護の多元的な道徳
基盤の構築に寄与することが本研究の狙いである。 
 本研究は以下の三つの目的を設定する。第一に、環境徳倫理学を人間中心主義の新たな展開と
して位置付ける。ただし、本研究が取り組む人間中心主義は、持続可能性を度外視するかのよう
な自然との関わりを肯定するものではなく、自然保護へと向かうものとして想定される必要が
ある。そのための、理論的な柱の一つとして本研究が挙げるのがマレイ・ブクチンの思想であり、
これを環境徳倫理学と結びつけることが、本研究の第二の目的である。 
 これまで「受傷性」や「感情移入」をキーワードとして、環境徳倫理学の文化的側面について
の論文を発表してきたが、本研究でも、自然との関わりの中で用いられる語彙の解釈をもとに、
異なる文化や時代における環境徳を比較することが、本研究の第三の目的となる。 
 
３．研究の方法 
 ブクチンの著作および環境徳倫理学、徳倫理学に関する文献を調査した。本研究期間中、他の
研究者や出版社とやりとりするなかで、環境徳倫理学の主要文献の一つであるロナルド・サンド
ラーの Character and Environment: A Virtue-oriented Approach を翻訳する機会を得たため、
同書の翻訳作業を足掛かりとして環境徳倫理学の研究状況を把握した。またこの研究期間にシ
ュレーダー＝フレチェットの『環境正義』の共訳に加わったことで、環境正義の視点を最確認し、
対照することができた。 
 当初計画していたブクチン関係者へのインタビュー等は、パンデミックのために中止した。 
 
４．研究成果 
 ブクチン研究を中心にする予定がパンデミックのために変更を余儀なくされたことと、翻訳
出版が大きな比重を占めることとなったため、当初計画していた論文を研究機関内に書き上げ
ることはできなかった。ブクチンについての研究成果は、今年度中の論文投稿を予定しているほ



か、年度末に登壇を依頼されている二件の国際会議での報告に間接的に反映する予定である。ブ
クチンの弁証法的自然主義において前提とされた自由の拡大へと向かう自然の傾向性は、自然
についての事実認識として擁護されるのではなく、自然に自由の拡大へと向かう傾向性を認め
ることを環境徳として位置づけられることで、いっそう有意義なものとなることが示されるだ
ろう。代表的な環境徳の一つである「自然への敬意」のほか、「自然への礼儀」などが関連する
環境徳ないしは環境徳の実践として位置づけられることになる。 
 環境徳倫理については、この分野の文献の日本語訳がほぼ存在しないなかで訳書を刊行した
ことが大きな成果であり、本書に関連した報告を複数の研究会で行った。また、比較環境倫理の
関心から、雑誌『環境倫理』に先住民の伝統食についての紹介論文を寄稿した。 
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